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及ぶかを検討した（第 3 章）。  


















































よ り 選 択 基 準 に 適 し た 刺 激 に 対 し て 選 択 的 に 符 号 化 処 理 （ G la ho l t  &  
























特徴に対する感覚的な馴化が生じ（ Bi sw a s  e t  a l . ,  2 0 14），最初に接触した
刺激の印象が相対的に強くなったことが，選好に結びついたと考えられ
る。また，実験 1 0 で生じた初頭効果は，感情価が同程度の刺激に対する
好ましさの評価が，刺激系列の後半にかけて徐々に低下する変動傾向を
反映したものとも考えられる。  
 以上の二つの評価過程に関する実験結果より，嗅覚において特に重要
な快不快の知覚は，同一知覚場面に存在する他の嗅覚刺激から影響を受
けることが明らかとなった。複数刺激への系列接触で知覚処理の時間的
順序が発生する場合に，現在の刺激に対するニオイの知覚は，先行した
刺激の関係性から形成された構えによる影響を受ける。本研究の一連の
知見は，この知覚過程のモデルを支持するものであり，他の感覚モダリ
ティで確認されている現象が，嗅覚でも生じることを示した。その一方
で，嗅覚特有の傾向もいくつか見出された。一つは，系列評価で生じた
快不快の対比現象の生起傾向より，ニオイに対する感情反応は，快方向
と不快方向で異なる可能性が示唆され，嗅覚における快不快の知覚につ
いての検討では，感情価の方向性を下位分類する必要性が認められた。
また，選好判断の過程で生じる，選択刺激への知覚処理バイアスには，
選択肢間の弁別性という刺激の関係性が影響要因となり，接触順序 が選
好判断に関与する場合にも影響を及ぼすことが示された。  
 これまでの嗅覚心理学研究では，ある嗅覚刺激に対して知覚されたニ
オイの質的特徴に依存して，快不快の知覚が生成されるという，オブジ
ェクト中心理論を支持する実験的検討が多く提示されてきた。本研究の
知見は，従来の知覚過程モデルに，刺激間の関係性と知覚の時間的順序
性という次元を新たに加え，その理解の拡張に貢献するものである。  
 
